
アート・イベントのお知らせ

小川原脩展　「小川原脩　遥かなるイマージュⅠ」

　「遥かなるイマージュ」は 1988 年に開催された回顧展の副題で、小

川原脩の長年の創作姿勢を想起させるフレーズです。本展は小川原脩

作品の全年代を網羅しながら、特に、昨年度修復をした「植物園」に

代表される 1930 年代後半から 1950 年代の作品を紹介します。

　会期：開催中～ 8月 26 日（日）

「美術館を手玉に取った男」2014 年 /89 分 / アメリカ（字幕）  

　2011 年、アメリカの多くの美術館で展示されていた作品が、贋作

であると判明しました。それらは、ある贋作作家が無償でそれぞれの

美術館に慈善事業として寄贈したものだったのです。

　日時：5月 12 日（土）14 時～ 15 時 40 分

　お話し：柴勤（当館館長）　会場：当館映像ルーム（無料）

－15－ －14－

■常設展示

■企画展示

　青空に映える白い羊蹄山を見なが

ら、ある画家のことを思い浮かべてい

ます。「アルプスの画家」ジョヴァンニ・

セガンティーニ。イタリアに生まれ、

アルプスの山に憧れてスイスのグラウ

ビュンデンに移り住んだのは 28 歳の

時。それ以来、光に満ちた自然、そこ

で暮らす人々や動物たちの姿をひたす

ら描き続けました。

　彼の美術館が倶知安町の姉妹都市サ

ンモリッツにあります。100 年以上の

歴史を持つ石造りのアンティークな建

物で、文字通り世界各地から訪れるリ

ゾート客を迎え入れています。

　小川原脩とセガンティーニ、そして

それぞれの名を冠した美術館。遠く離

れてはいますが、いろいろと共通点が

ありそうですね。

アルプスを愛した画家

柴
しば
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つとむ

館　長

武内コレクション・プラス展　「ちいさな犬の作品たち」

　テーマを設けて所蔵作品を紹介する企画展として、本展では当館が

有するもうひとつのコレクションで、道内外の著名な作家作品が多く

含まれる故・武内一男氏寄贈の「武内コレクション」をご紹介します。

その多彩さをご覧いただくほか、小川原脩が描く愛らしい小品「犬・Ⅳ」

に代表されるような「小さな犬」を題材とした作品を所蔵作品の中か

らも展示いたします。

　会期：開催中～ 7月 8日（日）

―不思議な形の炊飯器―
421 回

『犬たち』

1974 年　小川原　脩　画

　倶知安風土館の 2 階にある「すまう」の展示エリアは昭和 30 年頃を再現

したもので、台所・居間・和室の 3つの空間に分けられている。その台所の

片隅に、不思議な形をした緑色の展示物が置かれている。

　高さ 80 ㌢、横幅が 30 ㌢ほどカプセル形で一風変わった水瓶のようにも見

えるが、上ぶたを開けると羽釜が姿を現し、調理道具であることが伺える。

実はこの道具「蒸しカマド」と呼ばれる炊飯器だ。

　昔、各家庭にあったカマドは薪を燃やして調理したが、蒸しカマドは炭を

使う。もともとは江戸時代、船の中で調理するための持ち運び可能なカマド

として開発された。レンガ製のしっかりした作りで気密性が高いため熱を逃

がさず、少ない量の炭で調理できる。その上、蒸し上げることで米の粒が立

　犬たちがひしめき合う。中央に位置する 2頭が、これでもかとば

かりに吠え立てる。画家は、ここぞという１点１点に、すっと白い

絵の具を載せる。その、むき出しの歯が白く光る。

　1970 年代中頃、小川原脩は野犬の群れをよく題材にした。「自由」

を標榜しながらも群化していく社会の中で、野良犬が自由の象徴の

ように思われ、関心を寄せたのだった。小川原はこのように記す。「社

会が群化して行き、私はますます取り残されて行くように感じた。

群れるものの思考の攻撃性とその同質性を軽く見るわけには、いか

ないのだ」

　しかしその野犬の群れの中で、犬たちはおのおの違った表情を見

せている。恐れ、威嚇、抑圧、追従、諦め、そして無関心…この野

良犬たちは、本当に「自由」なのだろうか。人間を犬にすり替えて、

群化した社会の内実を見せつけられているように感じる。

　　

文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）

ち、大変美味しくできるという優れもの。資源の限られる船の上ではさぞ頼もしい道具だったろう。

時代が下って明治・大正になると一般家庭でも使われるようになるが、基本的に高価な品だったため、経済的にある

程度余裕のある家庭や、寿司屋やうなぎ屋といった、米にこだわりを持った料理屋で使われるにとどまったようだ。

昭和 20 ～ 30 年頃まで使われていたが、電気やガスなど新しいエネルギーの登場によって調理器具も変化し、急速に

姿を消していった。

　今の時代、羽釜やカマドを使う機会はほとんどなくなってしまったが、電気炊飯器の中には羽釜の形を取り入れた

ものや、蒸して炊くものもある。もしかすると、昔の人々の方が美味しいご飯の炊き方を知っていたのかもしれない。

文：小田桐　亮（倶知安風土館　生涯学習専門員）

■アート・シネマ館

展覧会のお知らせ

▲風土館に展示されている蒸しカマド

小川原脩記念美術館 ☎ 21-4141

観 覧 料 ： 一 般 500 円（400 円）

高 校 生 300 円（200 円）

小中学生 100 円（ 50 円 )

倶知安風土館 ☎ 22-6631

観 覧 料 ： 一 般 200 円（100 円）

高校生以下、美術館観覧者無料

開館時間は 9時～ 17 時
（入館は 16 時 30 分まで）

※（　）内は 10 名以上の団体料金

5 月の休館日 1日・8日・14日（臨時休館）・
15日・22日・29日

「阿部典英～創作の原点」  

　「オヨメサン」や「ネエ　ダンナサン」のシリーズ名からも想像で

きるように、造形の世界を自由に軽やかに飛び回る阿部典英氏。小樽

を拠点に世界へと活動を展開する創作の原点は意外にも・・・。

　日時：5月 17 日（木）18 時～ 19 時

　お話し：阿部典英氏（美術家）　会場：当館ロビー（無料）

■地域文化講座

「むつ先生と絵遊びしよう！～ゆっくり　ゆっくり　せんのさんぽ」

　子どもから大人まで、誰もが楽しめる宮崎むつ先生のワークショッ

プも 3 年目を迎えます。今回のテーマは「線」。自由な線の中から一

体何が生まれてくるかは、お楽しみ。

　日時：5月 19 日（土）10 時 30 分～ 15 時 30 分

　講師：宮崎むつ先生（画家）　会場：当館ロビー（無料）

■造形活動ワークショップ

「昼下がりのボサノヴァ」

　1950 年代のブラジルに端を発し世界を席巻したボサノヴァ。東京

を拠点にしながら、北海道をはじめ全国各地で演奏活動を意欲的に展

開する三浦俊一氏のギターをお楽しみいただきます。

　日時：5月 26 日（土）14 時～ 15 時

　演奏：三浦俊一氏（ギター）

■ロビー・コンサート

▲昨年のワークショップの様子（平成 29 年 5月
　13 日）


